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論文審査結果の要旨 

本論文は、周産期領域で新生児の侵襲性感染症の主要起因菌である B 群溶血性連鎖球菌

（Group B Streptococci; GBS）の母子伝播抑制において probiotics の有用性を検討して

いる。妊娠後期スクリーニング陽性となった妊娠女性を probiotics である Lactobacillus 

reuteri を摂取する Probiotics 群(n=25)と摂取しない Control 群(n=32)に分け、1 か月健

診の際の新生児の GBS 保菌率を調査した。統計学的有意差は認めてはいないものの、

probiotics 摂取群が GBS の保菌率が 8%なのに対し、Control 群が 28%と Probiotics 群の

保菌率が低い結果であった (p = 0.0902)。probiotics の摂取による母体の GBS 保菌率の

低下の既報はあるが、probiotics である L. reuteri が母児間の GBS 伝播について抑制す

る可能性を初めて明らかにした臨床的に意義ある論文である。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 


